
（
仮
称
）津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が

着
任
し
ま
す

４
月

日
に
中
央
公
民
館
に
て
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行
わ
れ
ま
し
た
公
開
審
査
会
（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
及
び
翌
日

の
面
接
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
統

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
方
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

内
定
者
は
、
東
京
都
在
住
の
松

林
尚
史（
ま
つ
ば
や
し

な
お
ふ
み
）

さ
ん
（

歳
）
で
、
現
在
、
ま
ち

36

づ
く
り
会
社
立
ち
上
げ
ま
で
の
準

備
組
織
と
な
っ
て
い
る
「（
仮
称
）

津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
準

備
会
」
と
の
委
託
契
約
手
続
き
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

着
任
時
期
は
７
月
中
旬
こ
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

着
任
後
は
、
ま
ず
会
社
の
事
業

計
画
の
作
成
な
ど
が
中
心
的
な
業

務
と
な
り
、
表
立
っ
た
活
動
を
見

か
け
る
機
会
は
限
ら
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
地
で
の
難

し
い
業
務
に
対
し
て
、
応
援
す
る

気
持
ち
で
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
津
別
を
盛
り
上
げ
る
今
後
の
取

り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

津
別
町
複
合
庁
舎
建
設
等

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画

策
定
作
業

最
終
段
階
へ

４
月

日
開
催
の
第
２
回
住
民
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懇
談
会
、
５
月
実
施
の
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
期
間
を

経
て
、
い
よ
い
よ
策
定
の
最
終
段

階
に
入
り
ま
し
た
。

お
よ
そ
１
年
の
作
業
期
間
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
各
種
団
体
、
議
会
特

別
委
員
会
や
ま
ち
な
か
再
生
協
議

会
に
お
い
て
貴
重
な
ご
意
見
等
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、
６
月
中
を
め
ど
に
計

画
を
ま
と
め
上
げ
、
公
示
で
き
る

体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
概
要
版
の
作
成

も
進
め
、
広
報
に
折
り
込
む
形
で

全
戸
配
布
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

複
合
庁
舎
建
設
か
ら

始
ま
る

ま
ち
な
か
再
生

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
（
案
）

で
は
、
今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、
ま
ち
な
か
再
生

に
伴
い
、
更
新
す
る
必
要
の
あ
る

施
設
や
新
規
に
整
備
す
る
施
設
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
、
現
在
の
役
場
庁

舎
周
辺
の
機
能
を
更
新
す
る
複
合

庁
舎
が
、
現
庁
舎
の
東
側
に
建
設

さ
れ
ま
す
。

役
場
機
能
の
ほ
か
に
、
議
事
堂

機
能
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
た

複
合
庁
舎
と
し
て
平
成

年
３
月
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の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

庁
舎
と
同
時
に
消
防
署
の
更
新

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

そ
の
後
、
図
書
館
と
交
通
拠
点

（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
）
が
一
体
と

な
っ
た
施
設
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
機
能
を
有
す
る
複
合
商
業

施
設
の
整
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
を
整
備
す
る
際
に

は
、
計
画
段
階
で
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
反
映
で
き
る
機
会
を
作
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地地
域
を
元
気
に
す

地
域
を
元
気
に
す
るる

の
は
誰

の
は
誰
？？

～
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
訪

～
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
訪
れれ

る
と
「
お
手
並
み
拝
見
」
と

る
と
「
お
手
並
み
拝
見
」
と
いい

う
態
度
の
住
民
に
出
会
う
こ

う
態
度
の
住
民
に
出
会
う
こ
とと

が
あ
る
。「
果
た
し
て
成
功

が
あ
る
。「
果
た
し
て
成
功
すす

る
の
か
な
」
と
傍
観
し
て
い

る
の
か
な
」
と
傍
観
し
て
い
るる

の
だ
。
そ
ん
な
地
域
が
元
気

の
だ
。
そ
ん
な
地
域
が
元
気
にに

な
る
と
は
思
え
な
い

な
る
と
は
思
え
な
い
～～

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
山
崎
亮
氏
の

イ
ナ
ー
で
あ
る
山
崎
亮
氏
の
言言

葉
で
す

葉
で
す
。。

新
た
に
津
別
に
着
任
す
る
（

新
た
に
津
別
に
着
任
す
る
（
仮仮

称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会

称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く
り
会
社社

の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
に

の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
に
、、

大
き
く
期
待
す
る
こ
と
は
当

大
き
く
期
待
す
る
こ
と
は
当
然然

の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、、

と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
を

と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
を
盛盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
識
を

り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
識
を
持持

つ
こ
と
が
、
町
が
元
気
に
な

つ
こ
と
が
、
町
が
元
気
に
な
るる

第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す

第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。。

▲第三次選考の公開審査会の様子

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com

気
に
な
る
用
語
説
明
吋

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
衰

退
し
つ
つ
あ
る
社
会
や
地
域

の
な
か
で
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
方
や
そ
の
仕
組
み
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。
施
設
や

空
間
を
具
体
的
に
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
た

「
か
た
ち
」
の
な
い
ソ
フ
ト
面

を
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
と
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。

問い合わせ先 北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

隠被用者保険の被扶養者だった方の軽減
●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、均等割が5割（前

年7割）軽減となります。ただし、所得の状況により軽減割合が9割、または8.5割に該当することがあります。

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民健

康保険は含まれません。

◆保険料の軽減
陰均等割の軽減
●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。 ●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

●昭和２8年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた額で判定します。

■６月に保険料額をお知らせします■
平成30年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせします。

≪保険料の計算方法≫

所得が次の金額以下の世帯

３３万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額８０万円以下）

３３万円

３３万円＋(２7万5千円×世帯の被保険者数）
（前年27万円）

３３万円＋(50万円×世帯の被保険者数）
（前年49万円）

軽減後の年間均等割額軽減割合

【年額】5,020円（前年4,980円）９割軽減

【年額】７,530円（前年7,471円）8.5割軽減

【年額】25,102円（前年24,904円）５割軽減

【年額】40,164円（前年39,847円）２割軽減

○１年間の保険料の上限額は62万円です。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

均 等 割
【１人当たりの額】

50,205円
（前年49,809円）

所 得 割
【本人の所得に応じた額】

（平成２9年中の所得－３３万円）×１０.５9％
（前年10.51％）

１年間の保険料
【限度額62万円】

（前年57万円）

※100円未満切り捨て

＋ ＝

～後期高齢者医療制度のお知らせ～

平成30年度の保険料等について

《平成 30年度要約筆記者養成講座受講者募集》
北海道身体障害者福祉協会では「要約筆記者養成講座」

の受講者を募集しています。

募集定員 40名程度（手書き部門・パソコン部門各20名）

開 催 日 8月25日（土）、26日（日）、

（全14日間） 9月15日（土）、16日（日）、

10月6日（土）、7日（日）、20日（土）、21日（日）、

11月3日（土）、4日（日）、17日（土）、18日（日）、

12月8日（土）、9日（日）

開催場所 道民活動センタービル

（札幌市中央区北2西7）

受 講 料 無料（テキスト代等自己負担約4,500円）

申込期間 7月31日（火）までに所定の様式の申込書で申

し込むこと。

主催・問い合わせ先

一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会

緯011－251ー1551

（仮称）津別町まちづくり会社

統括マネージャー選考過程

・応募総数４９名（うち道外１４名）

・第一次選考：書類による選考

通過者１０名（うち道外４名）

・第二次選考：町内巡察のうえ面接

通過者６名（うち道外４名）

・第三次選考：公開審査会及び面接

候補者１名を内定


